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1 年間の活動内容 

（具体的な活動内容と

その成果） 

 

 

 

 

和文論文（査読あり） 

 

 

 

 

 

国際学会発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年 1 年間の活動目標は，学生を対象とした保健・管理に関する調査研究を行うことにより、

若年層に対する健康増進に寄与する活動をおこなうことであった。本年は、大規模な大学生を対

象とした調査研究を行い，若年の生活習慣（栄養）、身体的健康、精神的健康の相互の関係を明ら

かにする研究を複数実施し，論文および学会発表として社会還元することができた。さらに，調

査研究推進の一環として、新たな心理尺度開発を validate 作業と並行しておこなった。以下は，

学生保健研究グループが関与した過去 1 年間の業績である（SIG 世話人に二重アンダーライン，

行動医学会会員にアンダーラインを付記）。 

1. 田山淳，西浦和樹，林田雅希，山崎浩則，調漸. 女子大学生を対象とした運動習慣形成プロ

グラムの実践と課題 −セルフモニタリング法を含む集団認知行動的介入−. Campus 

Health 47: 85-90, 2010 

2. 山崎浩則，尾崎方子，林田雅希，前田真由美，大坪敬子，浅雄加奈子，玉井慎美，阿比留教

生，田山淳，調 漸. 若年成人におけるHOMA-IRでみたインスリン抵抗性と動脈硬化危険

因子. Campus Health 47: 127-132, 2010 

1. Jun Tayama, Tadaaki Tomiie, Toyohiro Hamaguchi, Hironori Yamasaki, Mami Tamai, 

Masaki Hayashida, Yuji Sakano, Shin Fukudo, Susumu Shirabe. Psychological 

distresses associated with obesity-specific abnormal eating behavior in Japanese college 

students. 2011 (July), Istanbul. (Accept, Europe congress of psychology 2011 発表予定)  

2. Kazuki Nishiura, Jun Tayama, Takako Utsumi, Kiyoshi Kimura, Reiko Yamamoto. 

Effects of life-style and health related factors on subjective Feeling of health. (Accept, 

Europe congress of psychology 2011 発表予定) 

3. Tatsuo Saigo, Jun Tayama, Hironori Yamasaki, Sayaka Ogawa, Tadaaki Tomiie, Hiroki 

Shinkawa, Toyohiro Hamaguchi, Mami Tamai, Masaki Hayashida, Yuji Sakano, Shin 

Fukudo, Susumu Shirabe. Development of the eating behavior scale for college students. 

2011 (August), Seoul. (Accept, International congress of psychosomatic medicine 2011 発

表予定) 

4. Jun Tayama, Tatsuo Saigo, Hironori Yamasaki, Sayaka Ogawa, Tadaaki Tomiie, 

Tomohiko Muratsubaki, Hiroki Shinkawa, Toyohiro Hamaguchi, Mami Tamai, Masaki 

Hayashida, Yuji Sakano, Shin Fukudo, Susumu Shirabe. Personality traits associated 

with obesity-specific abnormal eating behavior in Japanese college students. 2011 

(August), Seoul. (Accept, International congress of psychosomatic medicine 2011 発表予

定) 



国内学会発表 1. 田山淳，山崎浩則，林田雅希，玉井慎美，木村拓也，中垣内真樹，富家直明，濱口豊太，中

谷直樹，山本玲子，福士審，調漸. 大学生版食行動質問票の開発 - 項目反応理論を用いた尺

度の精査及び信頼性・妥当性の検証. 全国大学保健管理研究集会、千葉、2011. 

 

助成金の使途 

（助成金を受けなかっ

た場合は０円と記載。

内訳は原則として，会

場費・通信費・謝金等

の費目に従って記載し

て下さい。） 

 

 

 

助成額    100 千円 

内訳（費目ごとに員数・単価・金額を記すこと） 

 

会場費－０千円 

 

通信費－2 名（世話人）、2 名×20 千円、40 千円 

 

謝金（データ入力）－2 名、2 名×30 千円、60 千円 

 


